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収納容器内のクリアランス対象物における放射能を外部から測定する際、対象物の自己遮蔽の影響を評価

することが困難なことから、従来から収納容器内の密度は均一であり、汚染は点線源で局在しているという

条件により算出した保守的な換算係数が用いられている。しかし、収納容器内の密度の均一性が保証されて

いない場合、過小評価となる場合がある。そこで、対象物の不均一性が放射能濃度測定に影響する情報を抽

出するために、測定用模擬体を作製し、異なる測定条件（管電圧、しきい値等）で X線 CT測定を実施した。 
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1. 緒言 
令和 2年にクリアランス規則が改正され、クリアランスの対象物が固体状の物質に改められ、従来の対象

物に加え、配電盤及びケーブル等が新しい候補として予想されている[1]。これらの対象物を収納容器内に入
れ、容器から放出される γ 線を容器周囲で測定することで対象物の放射能を測定する方法では、容器内の密
度及び組成の分布と放射能分布が不明であることから、γ 線の対象物の自己遮蔽を評価することは困難であ
る。そのため、外部から収納容器内の放射能を評価する方法では、非破壊検査等において事前に容器内の密

度及び組成の分布を把握することが不可欠である[2]。本研究では、X 線 CT 装置の管電圧及び検出器のしき
いエネルギー値等の撮影条件により X 線 CT 像における密度又は組成の分布がどのように変化するかを把握
するための実験を実施した。 
 
2. 測定の条件 
測定用模擬体は、スチール製の円筒型収納容器（直径 10 cm, 高さ 19 cm, 以下「缶」という。）にケーブル

（架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル、ケース 1）、遮断器（ノーヒューズ遮断器、ケース 2）、ボー
ル（ポリプロピレンボール、鉄球、銅球：ケース 3）のいずれかを封入したものとした。測定には縦 256ピク
セル、横 3840ピクセルで有感領域が縦 14 mm、横 211.2 mmの平面状の CdTe半導体検出器（WidePIX 1x15 
CdTe MPX3, ADVACAM）及び 320 kVのＸ線管球（MXR-320HP/11, COMET）を用い、ケース毎に検出器の全
ピクセルのしきいエネルギー値（100 keV, 150 keV及び 200 keV）を設定して測定を行った。また、検出器に
対して対象物を 1 度ずつ回転させて 0 度から 180 度まで測定を実施し、検出器の横一線の 3,840 画素分の応
答 180個を得て、MATLABのラドン変換ツールを用いて逆投影により画像を再構成した。 
 
3. 結果 
図 1 にケース 1 の撮像データを用いた画像再構成の結果を示す。ケース 1 では、導体部（軟銅線）の CT

値が絶縁体及びシースのそれと比較して大きく、しきい値毎の測定においてもその違いが一様に確認できた

ことから、密度又は組成の違いを抽出することが期待できる。一方、アーチファクトがみられ、その要因の

一つが CdTe半導体検出器の連続使用に起因する検出器内各ピクセルの感度低下と考えられ、今後、感度低下
を抑制するための条件について検討する。 
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図 1. 測定用模擬体（ケース 1：ケーブル）の X線 CTを用いた画像再構成処理の結果：(a) 100 keV; (b) 150 keV; (c) 200 keV. 
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